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10 会計 01

13 款 08

項 02

目 01

A

諸収入外

　●安来市市民活動補償制度 円

・保険適用件数

　●損害賠償責任保険料 円

・市道延長

・農道延長

・林道延長

・その他道路

　●その他 円

・市道登記事務委託料外

　市道の認定・廃止や道路改良等に伴う構造・形態の変化を反映させた道路台帳の補正・整備を行い、最新の基礎資料を作成し

た。

　●道路台帳業務委託料 円

・令和3年度　安来市道路台帳補正業務

決算事項別明細書 P97

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 道路橋りょう総務費 土木費

事業開始年度 令和3年度 道路橋りょう費

事業進捗度 － 道路橋りょう総務費

当 初 予 算 額 19,156,000 円

予 算 現 額 18,156,000 円

決 算 額 17,765,020 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 4,600 円

人件費コスト  B 1.2人役 8,487,600 円 総事業費　　A+B 26,252,620 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【道路橋りょう総務】 2,781,920円 0円 0円 4,600円 2,777,320円

道路賠償責任保険等に加入し、市の瑕疵による事故や市民活動補償制度に該当する補償に対応した。

402,350

2件

1,433,570

986km

158km

30km

1km

946,000

【道路台帳整備事業】 14,983,100円 0円 0円 0円 14,983,100円

14,983,100

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 17,760,420 円

目
的

市道の認定や道路改良等に伴う台帳の補正や整
備を行い最新の基礎資料とする。道路賠償責任
保険へ加入し、市道の管理瑕疵による事故に対
応する。
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10 会計 01

16 款 08

項 02

目 02

A

国
県

辺地外

諸収入

　●会計年度任用職員報酬、手当 円

　●消耗品費 円

　●光熱水費 円

　●修繕料 円

　●手数料 円

　●ポンプ点検委託料 円

　●市道維持補修業務委託料 円 ・市道維持補修業務

　●市道樹木維持管理委託料 円

　●工事請負費 円 ・道路維持修繕工事 6件

　●道路補修用材料費 円 ・自治会等への補修用材料支給 40件

　●その他（社会保険料外） 円

　舗装の打ち換え・区画線等を実施し、安全な通行の確保に努めた。

　●工事請負費 円　・舗装修繕工事 10件

　道路点検を実施し、危険個所を抽出した。

　●総点検委託料 円

　冬期の交通を確保するため、バス路線及び幹線道路等を中心に、除雪及び凍結防止剤の散布を行った。

　●除雪業務委託料 円

　●その他　施設借上料外 円

　近年、局地的かつ短期間に集中する大雪が問題となっている。しかし、除雪機械の運転手の十分な交代要員が確保できていな

い。また、運転手の高齢化も進んでいるため、除雪機械の運転手となる人材の確保と後継者を育成し、冬季における円滑な交通

を確保した。

　●除雪機械運転資格取得支援事業補助金 円 ・2名

決算事項別明細書 P97

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 道路維持費 土木費

事業開始年度 令和3年度 道路橋りょう費

事業進捗度 - 道路維持費

当 初 予 算 額 198,807,000 円

予 算 現 額 305,320,000 円

決 算 額 277,145,425 円

地　方　債 52,700,000 円

そ　の　他 16,968 円

人件費コスト  B 3.0人役 21,219,000 円 総事業費　　A+B 298,364,425 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【道路維持事業】 94,881,619円 783,508円 0円 16,968円 94,081,143円

5,656,122

1,861,135

5,548,281

1,233,722

3,771,058

693,000

57,116,700

3,861,000

10,921,900

3,452,708

765,993

【道路環境整備（舗装修繕）事業】 48,941,200円 0円 46,300,000円 0円 2,641,200円

48,941,200

【道路ストック総点検事業】 1,870,000円 981,750円 0円 0円 888,250円

1,870,000

【除雪業務】 111,512,326円 6,708,530円 0円 0円 104,803,796円

110,467,610

1,044,716

【除雪機械運転資格取得支援事業】 145,000円 72,000円 0円 0円 73,000円

145,000

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 21,540,920 円

一 般 財 源 202,887,537 円

目
的

市道の維持管理・修繕・除雪等を行い、安全で
円滑な道路網を確保する。



　除雪体制の確保のため除雪車両2台（除雪ドーザ2台）、小型除雪機1台を購入した。

　●機械器具費 円 （3tドーザ、8tドーザ、小型除雪機）

　●損害賠償責任保険料 円

【除雪車整備事業】 19,795,280円 12,995,132円 6,400,000円 0円 400,148円

19,776,700

18,580

3tドーザ

8tドーザ

小型除雪機



【繰越明許】

50 

10 会計 01

16 款 08

項 02

目 02

A

辺地外

　●工事請負費 円

工事名 工事概要 工期

・久之谷線舗装改修工事 舗装工 A=990㎡

・布部西谷線舗装改修工事 舗装工 A=676㎡

決算事項別明細書 P97

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 道路維持費 土木費

事業開始年度 令和2年度 道路橋りょう費

事業進捗度 - 道路維持費

当 初 予 算 額 0 円

予 算 現 額 10,620,000 円

決 算 額 8,408,000 円

地　方　債 8,000,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 8,408,000 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【道路環境整備（舗装修繕）事業】 8,408,000円 0円 8,000,000円 0円 408,000円

8,408,000

R3.2.20 ～ R3.4.20

R2.11.19 ～ R3.5.20

久之谷線舗装改修工事 布部西谷線舗装改修工事

着工前 着工前

竣工 竣工

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 408,000 円

目
的

市道の維持管理・修繕・除雪等を行い、安全で
円滑な道路網を確保する。
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10 会計 01

19 款 08

項 02

目 02

A

国

公共

　災害の未然防止を目的として法面の危険箇所について対策を施し、交通の安全と災害に強い道路ネットワークの整備を行っ

た。

●設計委託費 円

業務名 業務概要 工期

・防災・安全交付金事業　布部2号線用地測量業務 用地測量

●消耗品費 円

　※翌年度繰越額 38,296,000円

設計委託料、工事請負費、土地購入費、補償金　

決算事項別明細書 P97

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 道路災害防除事業費 土木費

事業開始年度 令和3年度 道路橋りょう費

事業進捗度 － 道路維持費

当 初 予 算 額 36,600,000 円

予 算 現 額 46,600,000 円

決 算 額 3,953,106 円

地　方　債 1,600,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.5人役 3,536,500 円 総事業費　　A+B 7,489,606 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【道路災害防除事業】 3,953,106円 1,839,337円 1,600,000円 0円 513,769円

3,503,500

R3.5.22 ～ R4.1.7

施行場所

449,606

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 1,839,337 円

一 般 財 源 513,769 円

目
的

市道法面の落石・土砂崩れ等の防止対策を施
し、交通の安全を確保する。

測量位置

（安来市広瀬町布部地内）



【繰越明許】
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10 会計 01

19 款 08

項 02

目 02

A

国

公共

　災害の未然防止を目的として法面の危険箇所について対策を施し、交通の安全と災害に強い道路ネットワークの整備を行っ

た。

●工事請負費 円

工事名 工事概要 工期

・防災・安全交付金事業　久之谷線災害防除工事 落石防護柵工

L=10m

●設計委託料 円

業務名 業務概要 工期

・防災・安全交付金事業　矢原福冨線測量設計業務 測量・設計

防災・安全交付金事業　久之谷線災害防除工事

決算事項別明細書 P97

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 道路災害防除事業費 土木費

事業開始年度 令和2年度 道路橋りょう費

事業進捗度 － 道路維持費

当 初 予 算 額 0 円

予 算 現 額 11,279,000 円

決 算 額 10,387,300 円

地　方　債 4,300,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 10,387,300 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【道路災害防除事業】 10,387,300円 5,348,219円 4,300,000円 0円 739,081円

6,025,800

R3.5.14 ～ R3.7.30

4,361,500

R3.2.13 ～ R3.6.18

着工前 竣工

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 5,348,219 円

一 般 財 源 739,081 円

目
的

市道法面の落石・土砂崩れ等の防止対策を施
し、交通の安全を確保する。
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22 款 08

項 02

目 03

A

諸収入

　まちづくりの基盤となる交通アクセスの確立を目指し、市民生活に密着した道路整備を進めた。その中でも緊急性・重要性の

高い路線を中心に測量等を行い、地域の交通体系の改良に取り組んだ。

　●土地購入費 円 ・加茂1号線、安田団地1号線

　●調査委託料 円

業務名 業務概要 工期

・加茂1号線物件調査業務 物件調査業務　一式 R3.5.11 ～ R3.8.31

・加茂1号線用地測量業務 用地測量業務　一式 R3.10.20 ～ R3.11.30

　●物件移転補償費 円 ・加茂1号線

　●会計年度任用職員報酬・手当 円

　●島根県公共工事積算システム単価データ使用料 円

　●CADソフト使用料 円

　●その他（消耗品費、保守点検委託料等） 円

決算事項別明細書 P99

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 一般市道改良費 土木費

事業開始年度 令和3年度 道路橋りょう費

事業進捗度 － 道路新設改良費

当 初 予 算 額 17,547,000 円

予 算 現 額 14,137,000 円

決 算 額 12,522,719 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 14,648 円

人件費コスト  B 1.1人役 7,780,300 円 総事業費　　A+B 20,303,019 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【一般市道改良費】 12,522,719円 0円 0円 14,648円 12,508,071円

4,614,485

1,122,000

173,488

4,883,411

288,489

625,845

815,001

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 12,508,071 円

目
的

幹線道路への接続、交通渋滞の解消、付近の農
業及び地場産業の活動を支援する道路網の整備
により、機能的交通体系の形成を図る。
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10 会計 01

25 款 08

項 02

目 03

A

公共外

　令和3年度に県が施工する街路事業及び急傾斜地崩壊対策事業等について、費用負担することによって生活基盤の改善を図っ

た。

　●街路事業（防災安全交付金事業）

　　都市計画道路飯島線　  　375,000円

　●県単街路事業

　　都市計画道路飯島線　　1,080,750円

　●県単急傾斜地崩壊対策事業（通常）

　　月形神社地区　 　   　3,000,000円

　●県単急傾斜地崩壊対策事業（現年災）

　　津田平地区  　 　   　1,600,000円

　●県単急傾斜地崩壊対策事業（現年災）

　　久白地区  　 　   　 1,600,000円

　●急傾斜地崩壊対策事業（社会資本整備総合交付金事業）

　　目谷地区（宗松寺・旧広瀬幼稚園裏）　　1,000,000円

　●県単道路整備事業

　　安来インター線 　     　750,000円

決算事項別明細書 P99

大事業 都市基盤・生活 担当部署 都市政策課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 県事業負担金費 土木費

事業開始年度 令和3年度 道路橋りょう費

事業進捗度 － 道路新設改良費

当 初 予 算 額 8,167,000 円

予 算 現 額 9,450,000 円

決 算 額 9,405,750 円

地　方　債 7,400,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.2人役 1,414,600 円 総事業費　　A+B 10,820,350 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【県事業負担金】 9,405,750円 0円 7,400,000円 0円 2,005,750円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 2,005,750 円

目
的

県が施工する工事に対し費用負担する事によ
り、生活基盤の整備促進を図る。
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項 02

目 03

A

国

公共外

　カーブミラーや防護柵の設置等、交通安全施設の新設・補修を行い、交通環境の整備と交通事故の発生防止に努めた。

●交通安全施設整備工事　　5件 円

（工事概要）

　・カーブミラー　新設、修繕

　・区画線新設、修繕 　

　・防護柵　新設、修繕等

　市街地を重点に生活道路、通学路における交通安全対策を進め、歩行者の交通安全確保を図るため、カラー舗装、路肩改修な

どを行った。

工事概要 工期

●防災・安全交付金事業　 薄層カラー舗装工 R3.12.16 ～ R4.3.11

安来港南内浜線交通安全施設整備工事 A=133㎡

●防災・安全交付金事業　 防護柵工 L=48ｍ R3.12.24 ～ R4.2.25

光現寺線通学路対策交通安全施設整備工事

●防災・安全交付金事業　 防護柵工 L=8ｍ R3.12.29 ～ R4.2.17

田頼津田平線他通学路対策交通安全施設整備工事 道路反射鏡工 N=1式

●防災・安全交付金事業　 路肩改修工 L=46ｍ R4.1.6 ～ R4.3.15

今津下坂田線通学路対策交通安全施設整備工事

決算事項別明細書 P99

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 交通安全施設整備事業費 土木費

事業開始年度 令和3年度 道路橋りょう費

事業進捗度 － 道路新設改良費

当 初 予 算 額 13,000,000 円

予 算 現 額 11,000,000 円

決 算 額 11,000,000 円

地　方　債 3,600,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.6人役 4,243,800 円 総事業費　　A+B 15,243,800 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【交通安全施設整備事業】 5,860,800円 0円 1,700,000円 0円 4,160,800円

5,860,800

【交通安全対策事業】 5,139,200円 2,967,887円 1,900,000円 0円 271,313円

路肩改修工事　完成写真 カーブミラー新設　完成写真

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 2,967,887 円

一 般 財 源 4,432,113 円

目
的

交通安全施設の新設・補修を行い、交通環境の
整備と交通事故の発生防止に努める。
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項 02

目 03

A

辺地

　本路線は、国道432号線と主要地方道安来木次線を結ぶ一級道路であり、主要幹線道路に通じる唯一の生活道路である。未改

良区間においては突角により視距が悪く、また、通学バスや冬季の除雪作業車等のすれ違う箇所が少なく、安全性の高い道路と

して整備が急がれる。

　これまで、4期にわたり3.5㎞を改良してきた。残る奥田原地区までの2.6㎞の未改良区間の内、5期区間の約0.88㎞の道路改良

を実施する。

　●工事請負費 円

工事名 工事概要 工期

・杉谷線道路改良工事 改良延長　　L=205m R3.6.29 ～ R3.12.15

・杉谷線道路改良工事（その2） 改良延長　　L= 73m R4.1.29 ～ R4.6.30

　●消耗品費 円

　※翌年度繰越額 工事請負費　16,666,000円

決算事項別明細書 P99

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 杉谷線道路改良事業費 土木費

事業開始年度 平成28年度 道路橋りょう費

事業進捗度 25% 道路新設改良費

当 初 予 算 額 23,500,000 円

予 算 現 額 35,106,000 円

決 算 額 18,400,286 円

地　方　債 18,400,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.5人役 3,536,500 円 総事業費　　A+B 21,936,786 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【杉谷線道路改良事業】 18,400,286円 0円 18,400,000円 0円 286円

17,940,000

施工場所

460,286

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 286 円

目
的

雲南方面や広瀬方面からのアクセス道路であ
り、安全性の高い道路として整備を行う。
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39 款 08

項 02

目 03

A

負担金

　県事業「木戸川総合流域防災事業」である木戸川改修工事に併せ、既設橋梁を洪水時の防災に対応した構造に改築し架け替え

る。

　令和3年度については、木戸川河川改修工事に伴う既設横断水路の移設工事として、横断水路設置、排水構造物工、用地取得、

物件移転補償を行った。

●工事請負費 円 工期

･

●土地購入費 円 ・宅地　一式

●物件移転補償費 円 ・工作物、立竹木、電柱　一式

決算事項別明細書 P99

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 木戸川東線道路改良事業費 土木費

事業開始年度 平成22年度 道路橋りょう費

事業進捗度 100% 道路新設改良費

当 初 予 算 額 52,000,000 円

予 算 現 額 54,769,000 円

決 算 額 54,696,415 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 54,696,415 円

人件費コスト  B 0.8人役 5,658,400 円 総事業費　　A+B 60,354,815 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【木戸川東線道路改良事業】 54,696,415円 0円 0円 54,696,415円 0円

53,350,000

木戸川 総合流域防災事業に伴う 横断水路延長　L=29.25m R3.7.15 ～ R4.2.4

防火用水路移転工事 排水構造物工　一式

168,454

1,177,961

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 0 円

目
的

県事業である木戸川改修事業に併せ、既設橋改
修を行い、河川断面を確保する。

横断水路延長　Ｌ=29.25ｍ

排水構造物工　一式

施工場所
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40 款 08

項 02

目 03

A

国

公共

　本路線は安来市内を東西に連絡する補助幹線道路である。当路線の沿道に小中学校があり、通学路として多数の児童・生徒が

利用しているが交通量も多く非常に危険な状況であることから、児童・生徒の通学時の安全確保等が急務となっている。このた

め、本事業により両側歩道及び車道の拡幅整備を行い、安全かつ快適な交通の確保を図る。

　令和3年度は、仮設迂回路及び仮橋の整備を行う。

●測量委託費 円

業務名 業務概要 工期

・防災・安全交付金事業 建物等の調査

　　安来港飯島線建物事前調査業務

・防災・安全交付金事業 測量業務

　　安来港飯島線測量設計業務

・安来港飯島線物件調査業務 物件調査

【※翌年度繰越】

・防災・安全交付金事業 建物等の調査

　　安来港飯島線建物事前調査業務（その2）

●工事請負費 円

工事名 工事概要 工期

・安来港飯島線道路改良工事（その2） 水路工　L=6m

・安来港飯島線道路改良工事（その4） 舗装工　A=261㎡

【※翌年度繰越】

・防災・安全交付金事業 仮橋工　L=42m

　　安来港飯島線道路改良工事

・防災・安全交付金事業 工事延長　L=189m

　　安来港飯島線道路改良工事（その2）

・安来港飯島線道路改良工事（その1） 改良延長　L=6m

・安来港飯島線道路改良工事（その3） 排水構造物　N=4箇所

●旅費 円

●敷地借上料 円 ・宅地　一式

●物件移転補償費 円 ・電気通信設備、水道管　一式

　※翌年度繰越額 調査委託料、工事請負費、補償金　250,313,000円

決算事項別明細書 P99

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 安来港飯島線道路改良事業費 土木費

事業開始年度 平成27年度 道路橋りょう費

事業進捗度 50% 道路新設改良費

当 初 予 算 額 319,086,000 円

予 算 現 額 319,086,000 円

決 算 額 64,067,676 円

地　方　債 22,900,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 2.0人役 14,146,000 円 総事業費　　A+B 78,213,676 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【安来港飯島線道路改良事業】 64,067,676円 34,793,490円 22,900,000円 0円 6,374,186円

13,114,200

R3.4.29 ～ R4.3.23

R3.10.26 ～ R4.2.24

R3.10.20 ～ R3.12.21

R3.10.16 ～ R4.8.31

24,872,100

R4.2. 4 ～ R4.3.25

R4.2.23 ～ R4.3.25

R3.8.31 ～ R4.6.30

R4.3.29 ～ R4.8.31

R4.1.28 ～ R4.4.15

R4.2.4 ～ R4.5.20

1,100

1,965,568

24,114,708

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 34,793,490 円

一 般 財 源 6,374,186 円

目
的

対面交通が可能な道路整備により、交通の安全
が図られるとともに、双方への往来に寄与す
る。



【繰越明許】
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項 02

目 03

A

国

公共

　本路線は市内を東西に連絡する補助幹線道路である。当路線の沿道には小学校、中学校があり通学路として多数の児童・生徒

が利用しているため、整備により児童・生徒の通学時の安全を確保する。また、切川バイパス等とともに市街地と市役所や安来

市総合文化ホール等主要施設を結ぶ幹線道路ネットワークとして整備を行っていく。本年度は主に用地買収と物件移転補償及び

道路土工、水路工、舗装工を行った。

●工事請負費 円

工事名 工事概要 工期

・防災・安全交付金事業 改良延長　L=160m

　　安来港飯島線道路改良工事（その3）

・防災・安全交付金事業 改良延長　L=126m

　　安来港飯島線道路改良工事（その4）

・防災・安全交付金事業 改良延長　L=292m

　　安来港飯島線道路改良工事（その5）

・防災・安全交付金事業 改良延長　L=56m

　　安来港飯島線道路改良工事（その6）

●土地購入費 円 ・宅地　一式

●物件移転補償費 円 ・建物、工作物、動産等　一式

決算事項別明細書 P99

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 安来港飯島線道路改良事業費 土木費

事業開始年度 平成27年度 道路橋りょう費

事業進捗度 50% 道路新設改良費

当 初 予 算 額 0 円

予 算 現 額 118,518,000 円

決 算 額 117,445,532 円

地　方　債 42,700,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 117,445,532 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【安来港飯島線道路改良事業費】 117,445,532円 64,869,932円 42,700,000円 0円 9,875,600円

59,346,600

R3.3.16 ～ R3.12.24

R3.4.8 ～ R3.7.30

R3.7.2 ～ R4.3.18

R3.6.10 ～ R3.9.9

24,251,537

33,847,395

吉田川右岸側（東側） 吉田川左岸側（西側）

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 64,869,932 円

一 般 財 源 9,875,600 円

目
的

小中学校の通学路であるが、幅員が狭く歩道も
未整備な箇所があるため、児童生徒の通学時の
安全を確保し、県が進めている安来木次線の整
備に併せ、両側歩道を有する路線として整備を
図る。
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項 02

目 03

A

国

過疎

　本路線は、県道広瀬荒島線と市道久白意東線を結ぶ路線である。また、安来市と松江市を結ぶ重要路線であり、国道9号線で

事故・災害等により通行止めが生じた場合に、迂回路の機能を有する道路として整備を行った。

●測量委託料 円

業務名 業務概要 工期

・山根1号線用地測量業務 用地測量

●工事請負費 円

工事名 工事概要 工期

・防災・安全交付金事業 改良延長　L=310m

 　 山根1号線道路改良工事

・防災・安全交付金事業 改良延長　L=208m

 　 山根1号線道路改良工事（その2）

・山根1号線道路改良工事 改良延長　L=24m

・山根1号線道路改良工事（その2） 地盤改良工、水路工

・山根1号線道路改良工事（その3） 水路工　L=45ｍ

●物件移転補償費 円 ・電柱、架空線　一式

決算事項別明細書 P99

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 山根1号線道路改良事業費 土木費

事業開始年度 平成21年度 道路橋りょう費

事業進捗度 100% 道路新設改良費

当 初 予 算 額 0 円

予 算 現 額 88,856,000 円

決 算 額 86,940,926 円

地　方　債 45,900,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 86,940,926 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【山根1号線道路改良事業費】 86,940,926円 40,498,010円 45,900,000円 0円 542,916円

968,000

R3.4.22 ～ R3.8.6

83,980,600

R2.6.16 ～ R3.10.29

R3.10.15 ～ R4.2.28

R2.10.24 ～ R3.5.28

R3.6.29 ～ R3.9.30

R3.12.24 ～ R4.2.28

1,992,326

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 40,498,010 円

一 般 財 源 542,916 円

目
的

安来市と松江市を結ぶ重要路線であり、国道9
号線の迂回路としての機能を有する道路として
整備を行い、交通渋滞の緩和を図る。

山根1号線竣工後 山根1号線竣工後
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目 03

A

国

過疎

　本路線は黒鳥集落内と細井集落内を結ぶ道路であるが、幅員が狭く対面交通が難しい状況となっている。道路整備により、交

通の安全が図られるとともに、地区間の往来に寄与する。

　令和3年度は道路土工、法面工、排水構造物工、カルバート工、舗装工、物件移転補償を行った。

●工事請負費 円

工事概要

雑工　一式

残土処理工　一式

【※翌年度繰越】

改良延長　L=109.3m

●物件移転補償費 円 ・電柱、ケーブル　一式

●消耗品費ほか 円

　※翌年度繰越額 工事請負費　19,636,000円

決算事項別明細書 P99

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 黒鳥細井線道路改良事業費 土木費

事業開始年度 平成28年度 道路橋りょう費

事業進捗度 40% 道路新設改良費

当 初 予 算 額 24,500,000 円

予 算 現 額 35,300,000 円

決 算 額 15,571,042 円

地　方　債 10,200,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.7人役 4,951,100 円 総事業費　　A+B 20,522,142 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【社会資本整備　黒鳥細井線道路改良事業】 15,571,042円 5,370,762円 10,200,000円 0円 280円

13,733,500

工事名 工期

・黒鳥細井線道路改良工事 R3.6.9 ～ R3.12.24

・黒鳥細井線道路改良工事（その2） R3.10.22 ～ R3.12.24

　社会資本整備総合交付金事業 R3.10.16 ～ R4.6.30

　　黒鳥細井線道路改良工事

1,430,026

407,516

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 5,370,762 円

一 般 財 源 280 円

目
的

対面交通が可能な道路整備により、交通の安全
が図られるとともに、地区間の往来に寄与す
る。



【繰越明許】
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項 02

目 03

A

国

過疎

　黒鳥地区と細井地区の往来の利便性を図るため、対面交通及び緊急車両の運行が可能な道路に整備する必要がある。

　本年度は道路土工、構造物撤去工を行った。

●工事請負費 円

工事名 工事概要 工期

・社会資本整備総合交付金事業 改良延長　L=62m

　　黒鳥細井線道路改良工事

決算事項別明細書 P99

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 黒鳥細井線道路改良事業費 土木費

事業開始年度 平成28年度 道路橋りょう費

事業進捗度 40% 道路新設改良費

当 初 予 算 額 0 円

予 算 現 額 12,994,000 円

決 算 額 12,780,900 円

地　方　債 6,800,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 12,780,900 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【黒鳥細井線道路改良事業】 12,780,900円 5,961,094円 6,800,000円 0円 19,806円

12,780,900

R3.5.15 ～ R3.12.24

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 5,961,094 円

一 般 財 源 19,806 円

目
的

対面交通が可能な道路整備により、交通の安全
が図られるとともに、地区間の往来に寄与す
る。
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道路土工　一式

構造物撤去工　一式

施工箇所図
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国

過疎

　大塚地区県営ほ場整備事業の殿川内工区の懸川線と中谷1号線を結ぶバイパス道路である。上吉田地区と大塚地区への往来に

重要な路線であり、利便性の高い道路として整備する。本年度は、主に掘削工を行った。

　●工事請負費 円

工事名 工事概要 工期

社会資本整備総合交付金事業　中谷1号線道路改良工事 道路改良　L=55m R3.7.14 ～ R3.12.23

　●消耗品費 円

決算事項別明細書 P99

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 中谷1号線道路改良事業費 土木費

事業開始年度 平成29年度 道路橋りょう費

事業進捗度 35% 道路新設改良費

当 初 予 算 額 10,200,000 円

予 算 現 額 7,300,000 円

決 算 額 7,185,740 円

地　方　債 2,800,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.6人役 4,243,800 円 総事業費　　A+B 11,429,540 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【中谷1号線道路改良事業】 7,185,740円 3,142,177円 2,800,000円 0円 1,243,563円

7,181,900

着工前写真 竣工後写真

3,840

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 3,142,177 円

一 般 財 源 1,243,563 円

目
的

上吉田地区と大塚地区を結ぶ、新たなバイパス
道路として、ほ場整備事業に併せて道路改良を
行う。
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　本路線は、伯太町安田地区と母里地区を結ぶ重要な路線である。沿線には既存の工場等が点在し、多数の大型車両が通行す

る。

　しかし、現況の道路は歩道が未整備であり、歩行者が非常に危険な状況であることから、早急な整備が必要である。

　令和3年度は用地測量及び一部用地買収、道路付属施設工設置工事を実施した。　

●測量委託料 円

業務概要

用地測量業務　一式 R3.5.27 ～ R3.10.19

【※翌年度繰越】

測量業務　一式

●工事請負費 円

工事概要

改良延長　L=69m

●土地購入費 円宅地、雑種地　一式

●物件移転補償費 円工作物、立竹木等　一式

●不動産鑑定手数料 円

●消耗品費 円

　※翌年度繰越額 測量委託料　7,470,000円

決算事項別明細書 P99

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 原代宮内線道路改良事業費 土木費

事業開始年度 令和元年度 道路橋りょう費

事業進捗度 15% 道路新設改良費

当 初 予 算 額 22,900,000 円

予 算 現 額 21,900,000 円

決 算 額 14,429,905 円

地　方　債 6,100,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.7人役 4,951,100 円 総事業費　　A+B 19,381,005 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【原代宮内線道路改良事業】 14,429,905円 8,045,421円 6,100,000円 0円 284,484円

10,071,600

業務名 工期

・防災・安全交付金事業

　　原代宮内線用地測量業務

・防災・安全交付金事業 R4.2.4 ～ R4.6.20

　　原代宮内線残土処理場測量業務

2,284,700

工事名 工期

・防災・安全交付金事業 R3. 8.19～ R3.11.30

　　原代宮内線道路改良工事

962,512

888,993

221,100

1,000

施工箇所図

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 8,045,421 円

一 般 財 源 284,484 円

目
的

本路線は、伯太町安田地区と母里地区を結ぶ重
要な路線であり、沿線に工場が点在する事から
多数の大型車両が往来する。しかし、現在の道
路は通学路であるが歩道が未整備であるため、
通学時の安全を確保するため歩道を整備する。
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項 02

目 03

A

国

過疎

　本路線は、伯太町安田地区と母里地区を結ぶ重要な路線である。沿線には既存の工場等が点在し、現況の道路は歩道が未整備

であり、歩行者が非常に危険な状況であることから、早急な整備が必要である。

　令和2年度から令和3年度にかけて用地測量業務を行った。　

●測量委託料 円

業務名 業務概要 工期

･防災･安全交付金事業 用地測量業務　一式 R2.12.17 ～ R3.6.25

　　　原代宮内線用地測量業務

決算事項別明細書 P99

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 原代宮内線道路改良事業費 土木費

事業開始年度 令和元年度 道路橋りょう費

事業進捗度 15% 道路新設改良費

当 初 予 算 額 0 円

予 算 現 額 2,800,000 円

決 算 額 1,804,000 円

地　方　債 700,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 1,804,000 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【原代宮内線道路改良事業】 1,804,000円 1,041,810円 700,000円 0円 62,190円

1,804,000

施工箇所図
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算
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目

財
源
内
訳

国・県支出金 1,041,810 円

一 般 財 源 62,190 円

目
的

本路線は、伯太町安田地区と母里地区を結ぶ重
要な路線であり、現在の道路は通学路であるが
歩道が未整備であるため、通学時の安全を確保
するため歩道を整備する。
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辺地

　本路線は、伯太町下小竹を起点として県道本山伯太線に接続する道路であり、円滑なネットワークの一環として、下小竹地区

と上小竹地区を結ぶ重要な路線となっている。しかしながら、現在の道路は幅員が狭いうえに線形も悪く、対面交差が困難な状

況となっているため、道路幅員を拡幅し、併せて線形の改善することにより公共交通の運行が可能となる利便性の高い道路とし

て整備する。

　●測量委託料 円（前払金）

業務名 業務概要 工期

【翌年度繰越】

・久之谷線用地測量業務 用地測量　N=1式

●工事請負費 円

工事概要

改良延長　L=18m

●土地購入費 円田、雑種地、山林ほか　一式

●物件移転補償費 円立竹木、立木取得　一式

　※翌年度繰越額 測量委託料　6,660,000円

決算事項別明細書 P99

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 久之谷線道路改良事業費 土木費

事業開始年度 令和元年度 道路橋りょう費

事業進捗度 15% 道路新設改良費

当 初 予 算 額 27,050,000 円

予 算 現 額 13,544,000 円

決 算 額 6,832,171 円

地　方　債 6,800,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.7人役 4,951,100 円 総事業費　　A+B 11,783,271 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【久之谷線道路改良事業】 6,832,171円 0円 6,800,000円 0円 32,171円

2,800,000

R3.7.30 ～ R4.6.30

807,400

工事名 工期

・久之谷線道路改良工事 R3.11.6 ～ R4.1.17

1,949,284

1,275,487

施工箇所図

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 32,171 円

目
的

対面交通が可能な道路整備により、交通の安全
が図られるとともに、双方への往来に寄与す
る。
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辺地

　本路線は、伯太町下小竹を起点として県道本山伯太線に接続する道路であり、円滑なネットワークの一環として、下小竹地区

と上小竹地区を結ぶ重要な路線となっている。しかしながら、現在の道路は幅員が狭いうえに線形も悪く、対面交差が困難な状

況となっているため、道路幅員を拡幅し、併せて線形の改善することにより公共交通の運行が可能となる利便性の高い道路とし

て整備する。

　●測量委託料 円

業務名 業務概要 工期

・久之谷線用地測量業務 用地測量　N=1式 R2.7.10 ～ R3.7.29

決算事項別明細書 P99

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 久之谷線道路改良事業費 土木費

事業開始年度 令和元年度 道路橋りょう費

事業進捗度 15% 道路新設改良費

当 初 予 算 額 0 円

予 算 現 額 6,000,000 円

決 算 額 5,919,100 円

地　方　債 5,900,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 5,919,100 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【久之谷線道路改良事業】 5,919,100円 0円 5,900,000円 0円 19,100円

5,919,100

施工箇所図

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 19,100 円

目
的

対面交通が可能な道路整備により、交通の安全
が図られるとともに、双方への往来に寄与す
る。
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10 会計 01

58 款 08

項 02

目 04

A

国

公共外

　修繕計画に基づく修繕費の平準化を計りつつ、老朽化した施設の維持・修繕を行い、橋梁の安全性を確認するとともに長寿命

化を図った。

　●工事請負費 円

工事名 工事概要 工期

橋台補修　N＝1橋 R3.4.2 ～ R3.4.12

部材取替　N＝1橋 R3.6.9 ～ R3.11.29

・道路メンテナンス事業　渡橋橋梁修繕工事 橋梁修繕　N＝1橋 R3.10.26 ～ R4.3.22

橋梁撤去　N＝1橋 R3.11.6 ～ R4.3.18

・中倉橋橋梁改修工事 高欄補修　N＝1橋 R4.1.13 ～ R4.1.28

　（翌年度繰越）

・道路メンテナンス事業　高庭堤防橋橋梁修繕工事 部材取替　N＝1橋 R3.6.18～R4.4.15

橋梁撤去　N＝1橋 R3.12.28～R4.5.30

部材取替　N＝1橋 R3.11.17～R4.6.30

　●設計委託料

　 （翌年度繰越）

・道路メンテナンス事業　円光寺外橋梁補修調査設計業務 橋梁補修設計　1式

　※翌年度繰越額 設計委託料、工事請負費　36,747,000円

　道路法の維持管理関係における橋りょう点検を近接目視の原則に則り、1橋あたり5年に1度の頻度で行うことを基本として

健全性の診断を行う。今年度は152橋の点検を行った。

　●道路橋りょう長寿命化点検調査委託料 円

　・安来市道路橋定期点検（その1）業務　外5業務 点検調査　N＝152橋

　・令和3年度島根県公共土木施設点検・診断技術支援業務 支援業務　1式

　橋梁長寿命化修繕計画を進めるにあたり、公共土木施設維持管理システムに橋梁調書データ・点検データを登録、保存を

行った。

　●島根県公共土木施設維持管理システム保守管理・運用業務委託料 円

　●島根県公共工事積算共同利用システム運用負担金 円

　●その他(材料費、修繕料) 円

決算事項別明細書 P99

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 橋りょう維持費 土木費

事業開始年度 令和3年度 道路橋りょう費

事業進捗度 － 橋りょう維持費

当 初 予 算 額 83,344,000 円

予 算 現 額 84,344,000 円

決 算 額 47,567,096 円

地　方　債 9,000,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 1.2人役 8,487,600 円 総事業費　　A+B 56,054,696 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【橋りょう修繕事業】 22,109,200円 11,111,331円 9,000,000円 0円 1,997,869円

22,109,200

・堤下橋橋梁改修工事

・道路メンテナンス事業　橋詰橋橋梁修繕工事

・道路メンテナンス事業　清井橋(2工区)橋梁撤去工事

・道路メンテナンス事業　清井橋(2工区)橋梁撤去工事(その2)

・道路メンテナンス事業　高庭堤防橋橋梁修繕工事(その2)

【道路橋りょう長寿命化点検調査事業】 23,707,641円 13,686,078円 0円 0円 10,021,563円

23,707,641

【橋りょう維持事業】 1,750,255円 0円 0円 0円 1,750,255円

370,584

1,333,944

45,727

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 24,797,409 円

一 般 財 源 13,769,687 円

目
的

橋りょう長寿命化の点検及び調査を実施する。
点検結果に基づいて、早急に修繕が必要な橋
りょうについて設計及び修繕工事を実施する。



【繰越明許】
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10 会計 01

58 款 08

項 02

目 04

A

国

公共

　修繕計画に基づく修繕費の平準化を計りつつ、老朽化した施設の維持・修繕を行い、橋梁の安全性を確認するとともに長寿命

化を図った。

　●工事請負費 円

工事名 工事概要 工期

橋梁修繕　N＝1橋 R3.5.13 ～ R3.11.30

橋梁撤去　N＝1橋 R2.8.12 ～ R3.5.28

橋梁撤去　N＝1橋 R3.11.6 ～ R4.3.18

決算事項別明細書 P99

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 橋りょう維持費 土木費

事業開始年度 令和2年度 道路橋りょう費

事業進捗度 － 橋りょう維持費

当 初 予 算 額 0 円

予 算 現 額 33,000,000 円

決 算 額 32,923,100 円

地　方　債 1,400,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 32,923,100 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【橋りょう修繕事業】 32,923,100円 19,012,791円 1,400,000円 0円 12,510,309円

32,923,100

・道路メンテナンス事業　渡り橋橋梁修繕工事

ひび割れ補修　作業写真 表面含浸　作業写真

・道路メンテナンス事業　清井橋(1工区)橋梁撤去工事

床版撤去　作業写真 橋脚撤去　作業写真

・道路メンテナンス事業　清井橋(2工区)橋梁撤去工事

床版撤去　作業写真 床版撤去　作業写真

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 19,012,791 円

一 般 財 源 12,510,309 円

目
的

橋りょう長寿命化の点検及び調査を実施する。
点検結果に基づいて、早急に修繕が必要な橋
りょうについて設計及び修繕工事を実施する。
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40 会計 01

45 款 08

項 03

目 01

A

国
県

緊急浚渫

　浸水の予防・高潮対策として、排水樋門の点検・操作を行った。

　●樋門操作員報酬（河川管理施設操作等） 円

・国土交通省 樋門26基、樋管 2基、閘門 5基

・島根県 樋門 5基

・安来市 樋門 4基

　●浄化槽保守点検委託料 円

・飯梨川公衆便所浄化槽維持管理業務

　●その他（材料費） 円

　一級河川及び普通河川の草木の刈払いや土砂浚渫を行い、防災対策にあわせ環境美化を図った。

　●河川浄化対策委託料 円

・業者委託 3件

　●手数料 円

・自治会等 51件

　●工事請負費 円 工事概要 工期

・原田川浚渫工事 浚渫工 V=20㎥ R4.1.28 ～ R4.3.18

・中谷川浚渫工事 浚渫工 V=30㎥ R4.1.28 ～ R4.3.18

・金井谷川浚渫工事 浚渫工 L=40ｍ R4.2.3 ～ R4.3.25

　浸水の予防・高潮対策として、西宮須の3地区及び安来港十神線に排水ポンプを設置し、高潮による浸水を防いだ。

　●高潮対策等委託料 円 業務概要 工期

・西宮須高潮対策業務 高潮対策工 R3.5.25 ～ R3.11.30

N=2ヶ所

決算事項別明細書 P101

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 上下水道の整備 一般会計

小事業 河川総務費 土木費

事業開始年度 令和3年度 河川費

事業進捗度 － 河川総務費

当 初 予 算 額 31,472,000 円

予 算 現 額 32,572,000 円

決 算 額 31,192,868 円

地　方　債 2,400,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.7人役 4,951,100 円 総事業費　　A+B 36,143,968 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【河川維持管理事業】 5,928,508円 5,590,468円 0円 0円 338,040円

5,833,468

56,100

38,940

【河川浄化対策事業】 23,765,060円 10,126,000円 2,400,000円 0円 11,239,060円

17,274,400

3,993,660

2,497,000

【高潮対策事業】 1,499,300円 0円 0円 0円 1,499,300円

1,499,300

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 15,716,468 円

一 般 財 源 13,076,400 円

目
的

一級河川及び普通河川の維持管理等を行い、防
災対策にあわせ環境美化を図る。
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10 会計 01

61 款 08

項 04

目 01

A

手数料外

　健全で秩序ある計画的な都市の発展、適正な土地利用を図るため、土地利用規制対策等に関し、令和3年度は、松江圏都市計画

市街化調整区域の緩和区域における災害ハザードエリアに関する見直しを行った。

　●委託料 円

　　市街化調整区域における緩和区域見直し検討資料作成

　●使用料及び賃借料 円

　　サイン看板借地料

　●負担金 円

　　各種負担金

　●消耗品費 円

　※翌年度繰越額 負担金　420,000円

　　松江圏都市計画基礎調査負担金

決算事項別明細書 P101

大事業 都市基盤・生活 担当部署 都市政策課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 都市計画総務費 土木費

事業開始年度 令和3年度 都市計画費

事業進捗度 － 都市計画総務費

当 初 予 算 額 10,134,000 円

予 算 現 額 5,490,000 円

決 算 額 4,821,552 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 10,300 円

人件費コスト  B 2.3人役 16,267,900 円 総事業費　　A+B 21,089,452 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【都市計画総務費】 4,821,552円 0円 0円 10,300円 4,811,252円

4,510,000

　　都市計画図総括図修正業務

171,000

91,000

49,552

緩和区域見直図面例

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 4,811,252 円

目
的

健全で秩序ある都市の発展、適正な土地利用を
図る。

■　災害レッドゾーン

■　災害イエローゾーン

□　従来の緩和区域

　　令和4年4月1日より

　緩和区域から除外

　災害レッドゾーン
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10 会計 01

64 款 08

項 04

目 01

A

基金

　国・県事業の推進のため、関係機関との連絡調整を行った。また、早期進捗が図られるよう要望活動、事業協力を行った。

　●普通旅費　　　　6,050円

　　道路網整備関係機関協議ほか

　●需用費　　　　　7,510円

　●負担金　　　1,444,550円

　　斐伊川水系治水期成同盟会　外12団体

　●委託料　　　1,287,000円

　　安来市都市交通計画検討資料作成業務

決算事項別明細書 P101

大事業 都市基盤・生活 担当部署 都市政策課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 国・県事業推進費 土木費

事業開始年度 令和3年度 都市計画費

事業進捗度 － 都市計画総務費

当 初 予 算 額 3,387,000 円

予 算 現 額 2,792,000 円

決 算 額 2,745,110 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 1,200,000 円

人件費コスト  B 1.2人役 8,487,600 円 総事業費　　A+B 11,232,710 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【国・県事業推進】 2,745,110円 0円 0円 1,200,000円 1,545,110円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 1,545,110 円

目
的

国・県事業の推進を図る。
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20 会計 01

15 款 08

項 04

目 01

A

諸収入

　分譲促進のため、チラシ等による宣伝広告、分譲地の環境整備・維持管理を行った。

　分譲価格抑制のため、安来市土地開発公社に対し、協定に基づく利子補給・減収補てんを行った。

　新築支援補助金つきの分譲、35年間の住宅地貸付、51年間の定期借地権によって分譲を順調に進めている。

●維持管理費 円

●汐彩住宅団地分譲負担金（安来市土地開発公社） 円

●汐彩住宅団地分譲負担金（新築支援補助金） 円

●汐彩住宅団地土地購入費（住宅地貸付・定期借地権） 円

●事業資金借入金支払利子補給（安来市土地開発公社） 円

●分譲価格改定に伴う減収補てん（安来市土地開発公社） 円

　●ハーモニータウン汐彩分譲の状況（年度別）

年度 件数 年度 件数

H12 59 H23 0

H13 10 H24 0

H14 9 H25 6

H15 8 H26 20

H16 10 H27 1

H17 19 H28 12

H18 12 H29 1

H19 4 H30 6

H20 8 R元 19

H21 3 R2 7

H22 2 R3 9

計 225

未分譲区画

区画

4

決算事項別明細書 P101

大事業 都市基盤・生活 担当部署 都市政策課

中事業 住環境の整備 一般会計

小事業 住宅団地促進費 土木費

事業開始年度 平成12年度 都市計画費

事業進捗度 98% 都市計画総務費

当 初 予 算 額 30,744,000 円

予 算 現 額 64,698,000 円

決 算 額 63,592,542 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 1,991,400 円

人件費コスト  B 1.3人役 9,194,900 円 総事業費　　A+B 72,787,442 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【住宅団地促進費】 63,592,542円 0円 0円 1,991,400円 61,601,142円

2,722,532

22,184,000

5,000,000

11,597,591

575,111

21,513,308

面積（㎡） 金額（円） 面積（㎡） 金額（円）

16,271.15 711,923,000 0.00 0

2,545.72 114,293,000 0.00 0

2,416.79 96,667,000 1,581.94 70,229,700

2,326.05 103,742,000 5,049.91 221,379,000

2,607.33 117,816,000 221.87 10,845,300

4,424.68 160,519,000 3,180.91 143,691,000

3,303.62 118,075,000 262.24 12,011,000

1,011.87 44,437,000 1,539.32 68,447,000

2,188.62 79,203,350 4,826.05 217,048,000

744.61 27,207,960 2,259.29 97,204,000

517.27 20,879,300 2,550.29 100,623,000

59,829.53 2,536,240,610

面積（㎡） 金額（円）

1,650.01 62,464,000

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 61,601,142 円

目
的

分譲期間中、住宅地貸付・定期借地権などの施
策、各種イベント・宣伝広告の実施及び環境整
備などを行うことによって分譲促進を図る。
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30 会計 01

10 款 08

項 04

目 01

A

過疎

基金外

　中海ふれあい公園の完成に向けて事業進捗を図った。

　（全体事業概要）　公園面積　：　東エリア21ha、西エリア10ha　　計31ha

　　　　　　　　　　事業期間　：　平成27年度～令和3年度

　●工事請負費 円

工事名 工事概要

・照明灯設置工事 照明灯設置

　●原材料費 円

・公園整備資材購入（ふるい真砂土購入）

　●委託料 円

・維持管理委託（4件）

　●負担金 円

・中海干拓地特別賦課金

　●その他 円

・スポーツ備品等購入ほか

決算事項別明細書 P101

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 公園・緑地の整備 一般会計

小事業 中海ふれあい公園整備事業費 土木費

事業開始年度 平成27年度 都市計画費

事業進捗度 100% 都市計画総務費

当 初 予 算 額 54,599,000 円

予 算 現 額 56,599,000 円

決 算 額 55,601,543 円

地　方　債 41,900,000 円

そ　の　他 13,201,630 円

人件費コスト  B 0.9人役 6,365,700 円 総事業費　　A+B 61,967,243 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【中海ふれあい公園整備事業】 55,601,543円 0円 41,900,000円 13,201,630円 499,913円

35,970,000

・公園整備工事 屋外用掲示板、ベンガラ舗装、バックネットフェンスほか

・公園整備工事（その2） ネットフェンス

5,990,408

7,703,520

2,332,574

3,605,041 工事完了写真（東エリア）

バックネットフェンス完了写真

工事範囲

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 499,913 円

目
的

新たな公園の整備を行い、市民の交流の場と憩
いのスペースを創設し、スポーツ振興・健康増
進を図る。

照明灯設置
屋外用掲示板

ネットフェンス

ベンガラ舗装

バックネットフェンス

ネットフェンス

ベンガラ舗装

バックネットフェンス

照明灯設置

屋外用掲示板
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A

過疎

基金

　都市公園6箇所、児童遊園12箇所等、約50箇所の公園・緑地の維持管理に併せ、各施設の修繕を行い市民の憩い・交流の場の

維持管理に努めた。

　●会計年度任用職員報酬 円

　●光熱水費 円

　●委託料 円

・遊具定期点検委託料 1件 円

・浄化槽清掃委託料 2件 円

・清掃委託料 1件 円

・公園緑地維持管理委託料 5件 円

・公園緑地指定管理委託料 3件 円

　●修繕料 円

　●手数料 円

　●敷地借上料 円

　●その他　 （消耗品費、燃料費） 円

　●工事請負費 円

工事名 工期

・安来公園照明灯修繕工事 N=2基

・都市公園他遊具修繕工事 N=2箇所

決算事項別明細書 P101

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 公園・緑地の整備 一般会計

小事業 公園管理費 土木費

事業開始年度 令和3年度 都市計画費

事業進捗度 － 公園費

当 初 予 算 額 22,449,000 円

予 算 現 額 22,449,000 円

決 算 額 21,276,063 円

地　方　債 3,600,000 円

そ　の　他 16,000,000 円

人件費コスト  B 0.5人役 3,536,500 円 総事業費　　A+B 24,812,563 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【公園管理事業】 16,462,463円 0円 0円 14,786,400円 1,676,063円

1,407,600

703,167

12,873,400

440,000

227,260

181,500

6,998,640

5,026,000

391,773

146,227

790,664

149,632

【公園等施設改修事業】 4,813,600円 0円 3,600,000円 1,213,600円 0円

　公園における老朽化した施設の修繕・改修を行った。

4,813,600

工事概要

照明灯修繕 R3.12.9 ～ R4.3.11

施設修繕 R3.12.18 ～ R4.3.25

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 1,676,063 円

目
的

都市公園は休息、散歩、遊戯運動等に利用する
ばかりでなく、環境保全、生活向上、社会的潤
いとして大きく寄与する。
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目 03

A

公共施設外

　まちづくりの基盤となる生活環境保全を図るとともに、雨水及び生活雑排水の汚臭並びに流水の沈滞を解消するため、市民生

活に密着した下水路の整備に取り組む。本年度はその中でも緊急性・重要性が高い箇所と、継続して工事を進めている神塚下水

路の整備を行った。

　●工事請負費 円

工事名 工事概要 工期

・神塚下水路改良工事 水路工 L=34.0m

・大橋東下水路改良工事 水路工 L=35.0m

・川原3号線下水路改良工事 水路工 L=18.0m

     

決算事項別明細書 P103

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 上下水道の整備 一般会計

小事業 下水路改良費 土木費

事業開始年度 令和3年度 都市計画費

事業進捗度 － 都市下水路費

当 初 予 算 額 5,000,000 円

予 算 現 額 5,000,000 円

決 算 額 4,763,000 円

地　方　債 3,600,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.4人役 2,829,200 円 総事業費　　A+B 7,592,200 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【下水路改良事業】 4,763,000円 0円 3,600,000円 0円 1,163,000円

4,763,000

R3.7.1 ～ R3.9.27

R3.9.25 ～ R4.2.28

R3.10.28 ～ R4.1.7

神塚下水路工事 川原3号線下水路改良工事

着工前 着工前

竣工 竣工

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 1,163,000 円

目
的

雨水・生活雑排水の汚臭及び流水の沈滞をなく
し、快適な生活環境づくりを図る
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決算事項別明細書 P103

大事業 都市基盤・生活 担当部署 下水道課

中事業 上下水道の整備 一般会計

小事業 企業会計負担金費（下水道事業・公共） 土木費

事業開始年度 令和3年度 下水道費

事業進捗度 － 下水道費

当 初 予 算 額 659,852,000 円

予 算 現 額 606,864,000 円

決 算 額 606,864,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 606,864,000 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【企業会計負担金費（公共下水道事業）】 606,864,000円 0円 0円 0円 606,864,000円

決算事項別明細書 P103

大事業 都市基盤・生活 担当部署 下水道課

中事業 上下水道の整備 一般会計

小事業 企業会計負担金費（下水道事業・特定環境保全） 土木費

事業開始年度 令和3年度 下水道費

事業進捗度 － 下水道費

当 初 予 算 額 135,625,000 円

予 算 現 額 144,625,000 円

決 算 額 144,625,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 144,625,000 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【企業会計負担金費（特定環境保全公共下水道事業）】 144,625,000円 0円 0円 0円 144,625,000円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 606,864,000 円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 144,625,000 円

目
的

特別会計繰出金費（公共下水道事業）

目
的

特別会計繰出金費（特定環境保全公共下水道事
業）
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国

使用料外

　市営住宅662戸（公営住宅485戸、特公賃住宅38戸、改良住宅40戸、単独住宅5戸、公社住宅94戸）の管理運営を島根県住宅供

給公社安来住宅管理事務所に委託を行い、入居者及び入居希望者の利便性の向上を図るとともに、住宅使用料102,381千円、駐

車場使用料6,900千円を財源とし、老朽化とともに発生する修繕工事関係に15,636千円を支出し、使用料等の趣旨に沿って有効

な歳出を図り、滞納者問題も含めて家賃徴収に力を注いだ。

●住宅使用料

●駐車場使用料

●主な維持修繕工事費

・糺団地集会所屋根修繕工事 円

・栄町排水路改修工事 円

・市営内代団地内部修繕工事（A-573号・C-557号） 円

・市営和田団地駐車場整備工事 円

・その他 円

　市営住宅の円滑な維持管理や入退去管理等を行い、居住の安定と定住の促進を図った。

決算事項別明細書 P103

大事業 都市基盤・生活 担当部署 建築住宅課

中事業 住環境の整備 一般会計

小事業 住宅管理費 土木費

事業開始年度 令和3年度 住宅費

事業進捗度 － 住宅管理費

当 初 予 算 額 61,564,000 円

予 算 現 額 65,818,000 円

決 算 額 65,269,448 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 52,867,566 円

人件費コスト  B 3.9人役 27,584,700 円 総事業費　　A+B 92,854,148 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【市営住宅管理代行及び業務委託事業】 36,765,300円 0円 0円 36,765,030円 270円

区分 調定金額 収入金額 未収納額 徴収率 対前年度比

現年度分 102,820,600 円 102,381,300 円 439,300円 99.57% 0.33%

過年度分 1,356,070 円 1,084,560 円 271,510円 79.98% 7.64%

合計 104,176,670 円 103,465,860 円 710,810円 99.32% 0.62%

区分 調定金額 収入金額 未収納額 徴収率 現年徴収率

現年度分 6,910,110 円 6,900,910 円 9,200円 99.87% 99.59%

過年度分 3,560 円 3,560 円 0円 100.00% 総徴収率

合計 6,913,670 円 6,904,470 円 9,200円 99.87% 99.35%

【住宅修繕事業】 15,636,500円 0円 0円 14,957,040円 679,460円

4,976,400

3,108,600

1,243,000

1,276,000

5,032,500

【管理指導事業】 12,867,648円 75,000円 0円 1,145,496円 11,647,152円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 75,000 円

一 般 財 源 12,326,882 円

目
的

社会情勢の変化によるニーズの多様化や増加す
る住宅困窮者に対する住宅セーフティーネット
としての役割を担うため、公営住宅を柱に置
き、所得の低下や居住水準の変化に応じた各種
の住宅を提供することにより、入居者の快適な
住環境を確保するとともに、適正な維持管理や
環境整備を行う。

98.22% 98.20% 98.88% 99.24% 99.57%

0

1,000

2,000

3,000

H29 H30 R元 R2 R3

（千円）

97.00%

98.00%

99.00%

100.00%

住宅使用料　年度別 総滞納繰越額及び現年度徴収率の推移

滞納繰越額 現年収納率
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国
県

手数料外

　特定行政庁権限による適切な指導、監督及び事務を行い、安来市の建築行政の健全な発展と秩序ある良好な住環境の形成、安

全安心なまちづくりの推進により、市民サービスの向上を図った。

　安来市の既存木造住宅の耐震化等を促進するため、各種制度要綱に基づいた支援事業を実施。令和3年度申請実績なし。

　●木造住宅耐震診断　　　　　　　【0件】

　●木造住宅耐震化　　　　　　　　【0件】

　建築物の耐震改修促進法により耐震診断結果の報告が義務付けられた民間の通行障害既存耐震不適格建築物の所有者に対して

補助金を交付することにより、緊急輸送道路沿道建築物の耐震化を促進する事を目的とし、要安全確認計画記載建築物（耐震改

修促進計画において指定した通行障害既存耐震不適格建築物）の耐震診断、耐震改修、建替え又は除却に要する費用の一部を助

成。

　●耐震診断 　　　　　　　 　　　【1件】

　●耐震改修等 　　　　　　　　　 【0件】

　安来市空家等対策計画に基づき空き家対策を行うため、老朽危険建築物等除却助成事業、安来市空家等対策協議会の開催及び

特定空家等に対する措置等を実施。

〔老朽危険建築物等除却助成〕

　老朽化による倒壊等危険性のある建築物の除却により、居住環境及び安全性の向上を図り安全安心なまちづくりを推進するた

め、制度要綱に基づいた支援事業を実施。

　不良住宅及び跡地を地域活性化のために供される空家住宅等の除却工事に要する費用の一部を助成。【4件】

　大規模地震発生時に予想されるブロック塀等の倒壊または転倒による災害を防止し、避難路の通行者の安全を確保することを

目的として、ブロック塀等の除却および建替えに要する費用の一部を助成。【2件】

決算事項別明細書 P103

大事業 都市基盤・生活 担当部署 建築住宅課

中事業 住環境の整備 一般会計

小事業 建築指導費 土木費

事業開始年度 令和3年度 住宅費

事業進捗度 － 住宅管理費

当 初 予 算 額 13,710,000 円

予 算 現 額 11,011,000 円

決 算 額 9,389,197 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 851,723 円

人件費コスト  B 4.6人役 32,535,800 円 総事業費　　A+B 41,924,997 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【建築指導事務等】 3,522,197円 0円 0円 851,723円 2,670,474円

【木造住宅耐震化等促進事業】 0円 0円 0円 0円 0円

【要安全確認計画記載建築物耐震化促進事業】 1,584,000円 1,188,000円 0円 0円 396,000円

【空家等対策事業】 3,878,000円 2,658,000円 0円 0円 1,220,000円

【ブロック塀等安全確保助成事業】 405,000円 303,000円 0円 0円 102,000円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 4,149,000 円

一 般 財 源 4,388,474 円

目
的

適切な指導と監督を行うことにより、安来市の
建築行政の健全な発展と秩序ある住環境に務め
る。建築物の耐震化の促進、老朽化による倒壊
等危険性のある空き家の対策を行い安全安心な
まちづくりを推進する。
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国

公営住宅

　令和元年度に見直しを行った公営住宅等長寿命化計画（令和元年度～令和10年度）に基づき、既存市営住宅ストックをより効

率的かつ長期的に活用するため、老朽化の進む既存市営住宅の改善工事を行い優良住宅形成に努めた。

  令和3年度は、和田団地2戸及び御崎団地2戸の内部改善工事を行った。

　（社会資本整備総合交付金対象事業：交付率≒45％）

決算事項別明細書 P105

大事業 都市基盤・生活 担当部署 建築住宅課

中事業 住環境の整備 一般会計

小事業 公営住宅等ストック総合改善事業費 土木費

事業開始年度 令和3年度 住宅費

事業進捗度 － 住宅建設費

当 初 予 算 額 19,950,000 円

予 算 現 額 15,588,000 円

決 算 額 15,137,383 円

地　方　債 6,600,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 1.8人役 12,731,400 円 総事業費　　A+B 27,868,783 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【公営住宅等長寿命化改善事業】 15,137,383円 2,427,000円 6,600,000円 0円 6,110,383円

改修前 改修後

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 2,427,000 円

一 般 財 源 6,110,383 円

目
的

令和元年度に見直しを行った公営住宅等長寿命
化計画に基づき、老朽化の進む公営住宅等ス
トックについて順次改善工事を行い、効率的に
長寿命化を図っていく。
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国1/2
県1/4

諸収入

　安来市の地籍調査は、概ね現地調査着手から登記完了まで3年で行っており、1年目に現地調査を行い、2年目に成果である地

籍簿・地籍図の作成、3年目に登記となっている。

　地籍調査対象面積は387.21k㎡（公有水面等を除く。）で、令和3年度末調査完了面積（2年目完了面積）は99.19k㎡（圃場整

備等を含む）。進捗率は25.62％となった。

決算事項別明細書 P105

大事業 都市基盤・生活 担当部署 都市政策課

中事業 住環境の整備 一般会計

小事業 地籍調査費 土木費

事業開始年度 昭和40年度 用地管理費

事業進捗度 25.62% 用地管理費

当 初 予 算 額 38,351,000 円

予 算 現 額 30,400,000 円

決 算 額 29,451,116 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 6,536 円

人件費コスト  B 2.3人役 16,267,900 円 総事業費　　A+B 45,719,016 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【地籍調査事業】 29,451,116円 22,047,000円 0円 6,536円 7,397,580円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 22,047,000 円

一 般 財 源 7,397,580 円

目
的

土地の権利を明確化することにより、境界紛争
や境界の不明確化を防ぐとともに、固定資産税
の適正化、公共事業の円滑化を図る。


